
平成２４年７月分  高知県の電力需要について

[百万kWh,%] [百万kWh,%]

高　　知　　県 全　　社　　計 当　　月 累　　計

○ 平成２４年７月の 販売電力量は､３億８千３百万ｷﾛﾜｯﾄ時、 当　　月 累　　計 当　　月 累　　計 電力量 前年比 電力量 前年比

　対前年比９４.０％となった。 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 機　　械 27.1 101.0 108.0 103.7

134 89.9 538 94.9 676 88.1 2,807 94.3 化　　学 9.6 96.5 41.7 104.0

29 87.7 114 93.7 139 85.0 528 92.6 紙･パルプ 10.0 83.3 40.4 86.4

163 89.5 652 94.7 815 87.5 3,335 94.0 鉱　　業 3.6 117.7 12.8 102.1

119 98.3 385 97.3 625 97.8 2,018 96.6 繊　　維 1.2 77.3 3.8 63.5

101 97.0 390 98.0 876 96.2 3,428 96.1 鉄　　鋼 3.1 92.7 12.4 95.6

( 65) (97.0) ( 261) (98.7) ( 667) (95.5) ( 2,689) (95.6) そ の 他 11.3 100.9 42.2 100.2

〔需要の内訳〕 220 97.7 775 97.6 1,501 96.9 5,446 96.3 計 65.9 97.0 261.3 98.7

383 94.0 1,427 96.3 2,316 93.4 8,781 95.4

○ 家庭用などの｢電灯｣は、昨年を上回る節電影響があったこ

　とに加え､６月下旬の低気温により冷房需要が減少したこと

  などから、対前年比８９.９％となった。 （参考１）販売電力量の前年比の推移 （参考２）大口電力の前年比の推移

○ 事務所ビル･大型商店などの｢業務用」については、

　７月下旬の気温が高めに推移したものの､昨年を上回る節電

　影響があったことなどから対前年比９８.３％となった。

○ 産業用の｢大口電力」は、機械､鉱業などは前年を上回

 ったものの､化学、紙・パルプ、繊維などが前年を下回っ

 たことから、対前年比９７.０％となった｡

〔参　考〕

  ・ 販売電力量は、平成２４年４月以降、対前年比４ヵ月

　　連続でマイナス（参考１） （参考３）高知市内の平均気温 (℃)

６   月 ７   月

  ・ 大口電力は、平成２４年５月(98.3%)以来、２ヵ月ぶ 上旬 中旬 下旬 平均 上旬 中旬 下旬 平均

　　りに対前年比マイナス（参考２） 実　績 22.2 23.7 23.0 22.9 26.2 27.1 28.3 27.2 

平年差 0.4 0.8 ▲1.1 0.0 0.7 0.3 0.6 0.5 

前年差 0.7 1.6 ▲4.3 ▲0.7 ▲0.5 ▲0.5 1.4 0.2 
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　電灯等の低圧需要の7月分検針期間は、6月の検針日～7月の検針
日の前日までの１か月間であるため、6月における気温の影響の一
部は、7月分に反映される。


